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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

平成23年度のいもち病発生状況と今後の対策 
 
多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理 
 
札幌で研修会を開催 

稲作 

麦作 

稲作 
麦作 

平成23年度良質米麦安定生産技術講習会（岩見沢市） 



�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

稲 作 平成２３年度のいもち病発生状況と今後の対策…………………………………１

麦 作 多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理………………………６

稲作・麦作 札幌で研修会を開催………………………………………………………………１２

も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



稲　　作 

放置苗

本田初発

種子伝染
（自家採種）

育苗ハウス

感染苗の持ち込み

被害稲わら・もみ殻 採種ほ場産種子

平成２３年度のいもち病発生状況と今後の対策

北海道農政部食の安全推進局技術普及課 主任普及指導員 木 俣 栄

いもち病は平成２０年以降３年連続の多発生となり、全道の水稲農家にとって深刻な被害を及ぼ

した。併せて、MBI―D剤耐性いもち病菌が面的に広がっていることが確認され、この耐性菌が

確認されたほ場にはもち米の採種ほも含まれていたことから、平成２３年は全道をあげて種子消毒

時からの徹底した防除対策を実施した。全道各地の取り組みの結果、例年を下回るいもち病を少

発生に止めることができた。この教訓を活かし今後のいもち病対策に取り組むため、以下のとお

り整理したので参考として頂きたい。

はじめに
水稲のいもち病は平成２２年のいもち病の発

生面積率は過去３０年で最も高く、全道各地の

水稲農家にとって深刻な被害を及ぼした。平

成２２年の発生の特徴として、葉いもちの初発

期が例年より早まったことがあげられ、葉い

もちの感染好適日が６月下旬から断続的に出

現したことに加え、前年の多発生によって種

子や周辺環境での伝染源密度が高く苗床感染

が多くなったことが推測された（「平成２２年度

発生にかんがみ注意すべき病害虫」より抜粋）。

その後、３月１６日に北海道病害虫防除所から

図１ 水稲いもち病の伝染経路
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「MBI―D剤耐性いもち病菌の発生につい

て」が発表され、道内の１地域においてもち

米の採種ほを含む複数のほ場からMBI―D剤

耐性いもち病菌が検出され、耐性菌の発生が

面的に広がっていることが明らかとなった。

このため、北海道病害虫防除所と道農政部

技術普及課では、道立総合研究機構農業研究

本部、ホクレン農業協同組合連合会及び北海

道米麦改良協会と連携のもと、平成２３年２月

に「平成２３年産水稲のいもち病防除技術対

策」を発表した。このことを受け、水稲栽培

地帯の農業改良普及センターでは、MBI―D

剤耐性いもち病菌に関する生産現場での拡散

と定着を未然に防ぐための指導をおこなうと

ともに、北海道病害虫防除所が実施した水稲

MBI―D剤耐性いもち病菌発生分布調査に参

画した。

１ 全道における防除対策
� 平成２３年産水稲のいもち病防除
技術対策
水稲いもち病の伝染経路（図１）から、被

害稲わら・もみ殻と保菌した種籾による伝染

が大きく影響している。平成２３年はいもち病

の感染源対策と、種子消毒から基幹防除まで

をポイント毎に４段階分け、防除対策の徹底

を推進した（図２）。この中で特に、感染籾

の割合が例年より高いと考えられたことから、

通常の種子消毒に追加してベノミル水和剤

（商品名：ベンレート水和剤）による種子消

毒もくしは育苗箱かん注の励行を推進した。

� MBI―D 剤耐性いもち病菌の防除
対策
「病害虫発生予察情報 第２２号 特殊報第

１号」（平成２３年３月１６日発行）が公表され、

道内の一地域においてもち米の採種ほを含む

複数のほ場からMBI―D剤耐性いもち病菌が

図２ 平成２３年のいもち病防除対策

（北海道米麦改良協会発行資料）
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検出され、MBI―D剤耐性いもち病菌の発生

が面的に広がっていることがわかり、以下の

３点の防除対策を推進した。

� MBI―D剤剤耐性いもち病菌の発生が

確認された地域ともち米生産ほ場では

MBI―D剤耐性いもち病菌の拡散と定着

を未然に防ぐためMBI―D剤を使用しな

いこと

� うるち米の生産ほ場においてもMBI―

D剤耐性いもち病菌の発生拡大と定着

を未然に防ぐためMBI―D剤を使用する

場合は、年１回以内にとどめること。

� ベノミル水和剤（ベンレート水和剤）

が耐性菌にも効果が認められており同剤

による種子消毒（または苗箱かん注）を

実施すること

その後、道総研中央農業試験場が平成２２年

産「うるち米」を調査したところ特定した地

域以外の籾からもMBI―D剤耐性いもち病菌

が検出され、全道の広範囲にMBI―D剤耐性

いもち病菌が拡大している可能性が否定でき

ない状況であることから、もち米・うるち米

に限らず全ての水田でMBI―D剤の使用を避

ける指導を行った。

� 水稲MBI―D 剤耐性いもち病菌発
生分布調査
北海道病害虫防除所が公表した「水稲MBI

―D剤耐性いもち病菌の出現状況と対策につ

いて」に詳しく結果がまとめられている。こ

こでは、普及センターが関わる部分について

抜粋した。

〈MBI―D 剤について〉

◆MBI―D剤とは、シタロン脱水酵素阻害型メラニ

ン合成を阻害する防除薬剤で、いもち病菌の稲体

への侵入を阻害することにより防除効果が得られ

る。有効成分としては、ジクロシメット、カルプ

ロパミド、フェノキサニルなどがある。

◆メラニン合成阻害剤には還元酵素阻害型（MBI―

R）もある。この系統の有効成分にはフサライド、

トリシクラゾール、ピロキロンなどがあるが、

MBI―D剤耐性菌はMBI―R剤には感受性である

ため、防除効果が低下することはない。

ア 調査への参画

病害虫防除所を中心に全道における耐

性菌の分布拡大と定着状況を調査する目

的で、全道の水稲作付け地帯を�重点監
視地区（耐性菌確認市町村、種子生産及

びもち米生産市町村）、�注意監視地区
（耐性菌確認市町村に隣接うる市町村）、

�一般監視地区（�及び�以外）の３区
分に分け調査を行わた。調査では各監視

地区を担当する普及センターがいもち病

の発生を調査し、発生ほ場からの葉いも

ち病斑のサンプリングを担当した。また、

耐性菌が確認された地点の普及センター

では当該ほ場での薬剤利用履歴等の調査

を行った。

イ 調査結果の概要

道内６７市町村（１１２地点）で調査した

表１ 水稲いもち病菌のMBI―D 剤耐性検定結果

地 区 （総合振興局等）
調 査
地点数

耐性菌検
出地点数

耐性菌
地点率

調 査
病斑数

耐性菌
検出数

耐性菌率

空 知 （空知） ４２ １２ ２８．６％ １９６ ４３ ２１．９％
道 央 （石狩・後志） ９ ３ ３３．３％ ４６ ９ １９．６％
日 胆 （胆振・日高） ８ ４ ５０．０％ ３９ １１ ２８．２％
道 南 （渡島・檜山） １２ ２ １６．７％ ６２ ９ １４．５％
道 北 （上川・留萌） ３５ ７ ２０．０％ １６０ １２ ７．５％
道 東 （オホーツク・十勝） ６ ０ ０．０％ ３０ ０ ０．０％
計 １１２ ２８ ２５．０％ ５３３ ８４ １５．８％
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結果、２８地点から耐性菌が検出された

（表１）。また、MBI―D剤耐性菌は道

内各地で確認されたものの、これまでの

MBI―D剤使用履歴等により地域間で発

生に差があることが示された（表２）。

ウ 今後の対策

平成２４年度以降のいもち病の防除対策

並びにMBI－D剤耐性菌に対する耕種

的防除と併せた薬剤防除対策をまとめた。

耕種的防除対策

◇種子は毎年更新し、自家採種種子は使

用しない。

◇平成２３年採種ほ産種子にいもち病保菌

は確認されなかったことから、ベノミ

ルによる種子消毒は対応しないが、他

病害の関係から従来の種子消毒は必ず

実施する。

◇育苗ハウス内及びその周辺で、もみ殻

や稲わらの使用や、放置は行わない。

◇補植用取り置き苗を遅くまで本田に放

置しない。

薬剤防除対策

◇必要に応じて育苗箱処理剤もしくは水

面施用剤による予防防除を行う。

◇発生予察による早期発見と初期防除を

徹底する。

◇適切な基幹防除（穂いもち防除）を実

施する。

◇MBI―D剤によるいもち病防除効果の

低下が懸念される水田では同剤の使用

を避ける。

◇MBI―D剤を使用する水田では次の事

項を準拠するものとし、防除効果の低

下が見られた場合は、作用機作の異な

る薬剤での追加防除を行う。

・同剤の使用は最大で年１回とし、必ず

規定濃度・量で処理する。また、使用

前あるいは後の防除には、必ず作用機

作の異なる薬剤を選択する。

・育苗箱処理は１年もしくは２年毎に作

用機作の異なる薬剤とのローテーショ

ンで使用する。

・本田において、葉いもちに使用する場

合は初発前あるいは発生初期に、穂い

もちに使用する場合は薬剤の使用適期

に散布する。ただし、いずれも多発生

時の使用を避ける。

・MBI―D剤による防除効果の低下が見

表２ MBI―D 剤使用回数 （単位：地点）

区分 MBI―D 剤使用区分 H２３年 H２２年 H２１年 H２０年 H１９年 H１８年

耐
性
菌
検
出

無使用 １５ １０ １１ １５ １５ １６

使

用

育苗箱灌注 １１ １０ ８ ６ ４ ４
茎葉処理 ２ ８ ６ ４ ５ ３
（内２回使用） （１） （１） （２） （０） （０） （０）
使用率 ４６％ ６４％ ５６％ ４０％ ３８％ ３０％

耐
性
菌
未
検
出

無使用 １５ １０ １２ １４ １３ １２

使

用

育苗箱灌注 ３ ３ ２ ２ ２ ２
茎葉処理 ０ ５ ２ １ １ １
（内２回使用） （０） （１） （０） （０） （０） （０）
使用率 １７％ ４４％ ２５％ １８％ １９％ ２０％

図３ 平成２３年度振興局別「葉いもち」

発生状況
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られた場合は、作用機作の異なる薬剤

での追加防除を行う

終わりに
以上の取り組みを実施したことにより平成

２３年度の全道のいもち病発生は葉いもちで発

生面積率４．２％（平年１１．８％）、被害面積率

０．３％（平年１．９％）、穂いもちで発生面積率

２．９％（平年１０．８％）、被害発生面積率０．４％

（平年１．５％）と平年以下の発生に低減する

ことが出来た（図３、４）。

今後もいもち病は必ず発生することを前提

とした防除対策で被害を抑制していく必要が

ある。

図４ 平成２３年度振興局別「穂いもち」

発生状況

●記載内容の訂正について【お詫び】

「北海道米麦改良」第８０号（２０１２年３月発行）掲載記事「良食味低蛋白米生産のために、
良質苗作り」P３の３（２）の４行目について内容の誤りがありましたので下記のとおり訂正

内容をご連絡いたします。

ご購読の皆様にご迷惑をおかけし申し訳ありませんが、内容を訂正の上、ご対応頂けます

ようよろしくお願い申しあげます。

【訂正内容】

弊会会報 第８０号 P３の３（２）４行目

（誤）６０℃１５分あるいは５８℃２０分

↓

（正）６０℃１０分あるいは５８℃１５分

北海道 米 麦 改 良第８１号 5２０１２．３



麦　　作 

多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理

（地独）道総研農業研究本部企画調整部地域技術グループ

主査（地域支援） 渡 辺 祐 志

平成２３年産の秋まき小麦は、全道的に千粒重が小さく、細麦傾向となり製品歩留りが低下した。

この主要因は、会報誌第７９号「平成２３年産小麦の総括」で解説されているように登熟期間の高温

に伴う登熟日数の短縮による子実の充実不足と考えられる。また、製品歩留りは粒数が過剰にな

るほど低下する傾向にあった。「きたほなみ」は穂数、粒数が比較的多い品種である。昨年、農

業改良普及センターが全道１２カ所で実施した奨励品種決定試験において、「きたほなみ」の収量

は「ホクシン」比１１２％で（表１）、多収であった。しかし粒数の割に製品歩留りが低い地点が多

くみられた。

「きたほなみ」の能力を十分発揮させることを目的とした道東、道北、道央の各地域における

「きたほなみ」の高品質安定栽培法が昨年示されたが、ここでは融雪後の施肥管理を中心に紹介

したい。また、本年産から本格栽培される超強力の性質をもつ硬質秋まき小麦「ゆめちから」と

春播小麦の初冬まき栽培についても融雪後の施肥管理について説明する。

１．「きたほなみ」に対する融
雪後の窒素施肥管理

１）道東地域
� 起生期における土壌・生育診断と窒素

追肥法

起生期から幼穂形成期にかけての窒素

施肥量は、収量水準と起生期における土

壌硝酸態窒素量を指標として、表２から

設定することができる。例えば、収量水

準が７２０�／１０aで、土壌硝酸態窒素の

分析値が４�／１０aの場合、窒素追肥量

として８�／１０aが目安となる。土壌硝

酸態窒素は、普及センター等にある小型

反射式光度計（RQフレックス）を用い

て迅速かつ安価に分析する（簡易法）こ

とができる。ただし、RQフレックスで

分析した場合には、「通常法＝簡易法×

１．４４－２．２１」によって換算する必要があ

る。

なお、「きたほなみ」の収量水準は、

「ホクシン」の収量実績（通常年の平均）

の２割増し程度を目安とするのが無難で

ある。「ホクシン」の実績を無視した過

大な目標収量の設定とそのための過剰な

窒素施肥は、倒伏、基準値以上の蛋白含

有率、成熟期の遅れ、さらには製品歩留

りの低下を招く危険性があるため望まし

くない。

起生期の土壌診断から得られた窒素追

肥量は起生期と幼穂形成期の追肥の合計

表１ 農業改良普及センターによる奨励品種決定試験結果
（平成２３年産）

品 種
穂 数
（本／�）

製品収量
（�／１０a）

左 比
（％）

千粒重
（�）

「きたほなみ」 ６７５ ６５２ １１２ ３８．１
「ホクシン」 ６３９ ５８３ １００ ３７．６
注）１２カ所の平均値
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量を示す者であるが、起生期の茎数を指

標に両者の間の配分を調整することで倒

伏の危険を軽減しつつ施肥利用効率を高

めることが可能である（表３）。具体的

には、起生期の茎数が１，０００本／�以上
で窒素地力が中程度以上の場合には、起

生期は無追肥とし、幼穂形成期に全量を

追肥する。低窒素地力が予想される圃場

や起生期茎数が１，０００本／�未満の場合

には起生期に追肥できる。「ホクシン」

では起生期追肥が重視されたが、「きた

ほなみ」は生育が比較的後優り傾向であ

るため、起生期よりも幼穂形成期を重点

に施肥配分した方が好結果をもたらす。

� 止葉期における生育診断と窒素追肥法

「きたほなみ」に対する止葉期の窒素

追肥は、起生期の土壌診断で示された窒

素追肥量とは別に４�／１０a施用するこ

表２ 道東における「きたほなみ」の収量水準および起生期の土壌硝酸態窒素分析値に
対応した起生期以降の窒素追肥量（�／１０a） （平成２０年普及推進）

収量水準（�／１０a）
０～６０�深の起生期の土壌硝酸態窒素分析値（�／１０a）に
対応した起生期以降の窒素追肥量（�／１０a）

「ホクシン」 「きたほなみ」 ０ ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６
４８０ ５８０ ８ ６ ４ ２ （２） （２） （２） （２） （２）
５４０ ６５０ １０ ８ ６ ４ ２ （２） （２） （２） （２）
６００ ７２０ １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２） （２） （２）
６６０ ７９０ （１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２） （２）
７２０ ８６０ （１６）（１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２ （２）
７８０ ９３０ （１８）（１６）（１４） １２ １０ ８ ６ ４ ２

注１）道東地方に適用し、多量な有機物の施用ほ場、晩播および雪腐病被害程度の大きいほ場は除外する。
注２）収量水準は「ホクシン」では蛋白含有率１０％、「きたほなみ」では同１０．５％を想定したもの。収量水準の設定にあ

たっては適用ほ場の平年における収量および蛋白含有率の実績を参考とし過大な収量を目標としない。
注３）土壌硝酸態窒素分析値が奇数の場合は中間値を目安とする。
注４）右上の（ ）は起生期の最低限の窒素追肥量。左下の（ ）は倒伏および蛋白含有率の過剰な上昇を招く恐れが

あり望ましくない。
注５）土壌硝酸態窒素の分析にあたっては、小型反射式光度計（製品名 RQフレックス、Merck社製）を利用した簡易

法が可能であり、通常法＝簡易法×１．４４－２．２１によって換算する。
注６）「きたほなみ」は蛋白含有率の適正化のため、表中の窒素追肥量とは別に止葉期に４�／１０aを追肥を原則とする。

なお止葉期以降の施肥については表４を参照のこと。ただし、「ホクシン」で高蛋白（１１．３％超）となるようなほ場
では止葉期の窒素追肥を行わないか、追肥量を減じる。なお、止葉期以降の追肥については、止葉期における生育
診断を行った場合にはそれに従う。

表３ 道東地域における「きたほなみ」に対する起生期における生育診断と窒素追肥法
（平成２３年普及推進）

１）起生期の土壌硝酸態窒素診断で窒素施肥量 A（�／１０a）を求める（表２参照）。

２）起生期の茎数を求める。１，０００本／�以上の場合は３）－１、１，０００本／�未満の場合は
３）－２、のように対応する。

３）－１：起生期は原則として無追肥とし、幼穂形成期に A（kg／１０a）の全量を追肥する。
なお、低窒素地力が予想される場合は以下の３）－２と同様に対応する。

３）－２：起生期に追肥できる。
例：起生期に２～４（�／１０a）追肥し、幼穂形成期に A－（２～４）�／１０aを追肥。
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とが基本であるが、倒伏の回避や蛋白含

有率の適正化を図るなど、より望ましい

追肥量を設定するためには「止葉期の上

位茎数」（写真１）を指標とした生育診断

を実施する。止葉期の上位茎数とは、止

葉期における最上位展開葉の葉耳高が１０

	以上の茎を「上位茎」とし、１０	未満
を「下位茎」として区別するもので、出

穂しないことが想定される生育の劣る茎

をあらかじめ茎数から除外して、穂数の

推定精度を高めるものである。止葉期の

上位茎数と穂数は密接な関係にあり、倒

伏の発生が懸念される穂数７００本／�に

相当する上位茎数は９００本／�程度とさ
れる。止葉期における生育診断と窒素追

肥法は表４のとおりで、一見すると、作

業（生育診断指標の入手）が面倒で、複

雑な計算を伴うように思えるが、診断指

標値（止葉期の上位茎数、止葉直下葉の

葉色値）の入手は普及センター等の支援

があれば可能であり、手順に従えば計算

（窒素追肥量の算出）は容易である。な

お、ここでも目標収量は過去の実績を考

慮し、過大な値を設定しないことが重要

である。

２）道北地域
道北地域の低収要因の主なものは、播種時

期が早く播種量も多いため過繁茂の生育経過

をたどり、地力が低いにもかかわらず倒伏の

懸念から起生期以降の窒素追肥が控えられて

いることである。

道北地域に限らず、「きたほなみ」の後優

り的な生育をコントロールするポイントは、

これまでに比べて播種量を減らすことである。

道北地域では、越冬前の目標茎数を１，０００本

／�とし、播種適期の適正播種量として１００
～１４０粒／�が設定されたが、播種量はどの
程度まで低減しているだろうか。

越冬前（起生期）の茎数が１，０００本／�を
大きく越えないようであれば、安定的に達成

可能とされる当面の目標収量（６００�／１０a）

を目指す場合の窒素施肥体系は、４－６－４

表４ 道東地域における「きたほなみ」に対する止葉期における生育診断と窒素追肥法
（平成２３年普及推進）

１）止葉期の窒素吸収量（�／１０a）＝０．０００４×（止葉期の上位茎数、本／�）×（葉色値、SPAD）
－１．２を求める。
２）成熟期の窒素吸収量（�／１０a）＝０．５８×（止葉期の窒素吸収量、�／１０a）＋６．６を求める。
３）成熟期の目標窒素吸収量（�／１０a）＝０．０１７×（目標収量（粗原）、�／１０a）＋５．１を求める。
４）止葉期以降の窒素追肥量（�／１０a）＝｛（成熟期の目標窒素吸収量、�／１０a）－（成熟期の
窒素吸収量、�／１０a）｝／０．７を求める。

注）止葉期の窒素追肥量は４�／１０a、開花期の窒素追肥量は３�／１０a、を基本とし、合計窒素追肥量は７�／１０aを
上限とする。開花期追肥の方が倒伏を招きにくい。上位茎数が９００本／�を超える場合には特に倒伏に留意する。また
下層土等からその後期窒素供給が予想される土壌条件では止葉期以降の窒素追肥は行わない。

写真１ 止葉期の上位茎（左：葉耳高１０

以上）と下位茎（右：同１０
未
満）の区別 （平成２３年普及推進）
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－４（基肥－起生期－幼穂形成期－止葉期、

�／１０a）が基本となる（表５）。ただし、

止葉期の４�／１０aは「ホクシン」の蛋白含

有率の実績を参考に増減させる。

３）道央地域
道央地域の低地土、泥炭土、（黒ボク土）

においては、起生期の茎数を参考に窒素施肥

量を決定する（表６）。起生期の茎数が８００～

１，３００本／�の場合を標準施肥体系（４－６
－０－４：基肥－起生期－幼穂形成期－止葉

期、�／１０a）とし、起生期の茎数が少ない

（８００本／�未満）場合には幼穂形成期に４
�／１０a増肥し、起生期の茎数が多い（１，３００

本／�以上）場合には起生期の施肥量を４�
／１０a減肥する。台地土は、概して窒素地力

が低く倒伏がほとんど発生しないことから、

起生期茎数が１，３００本／�未満の場合には４

－６－４－４（基肥－起生期－幼穂形成期－

止葉期、�／１０a）とする。なお、いずれの

場合も止葉期の４�／１０aについては、「ホ

クシン」における蛋白含有率の実績を参考に

加減することが望ましい。

開花期以降の窒素追肥については葉色診断

技術が示されており、出穂期の止葉直下葉

（第２葉）の葉色が５０以上の場合には、過去

の蛋白含有率の実績から低蛋白が懸念される

圃場であっても、開花期以降の窒素追肥は不

要である。

起生期の茎数に対応した施肥改善効果の事

例を表７に示した。起生期茎数が８００本／�
未満の場合、幼穂形成期に４�／１０a増肥す

る（６－４―４：起生期－幼穂形成期－止葉

期）ことで穂数、収量、蛋白含有率、窒素吸

収量は向上した。一方、起生期茎数が１，３００

表５ 道北地域における「きたほなみ」の窒素施肥体系
（平成２３年普及推進、一部改）

蛋白含有率の実績
窒 素 施 肥 量（�／１０a）

基 肥 起生期 幼穂形成期 止葉期
通 常

４ ６ ４
４

低蛋白圃場注１ ６注３

高蛋白圃場注２ ０～４注４

注１）これまでの「ホクシン」栽培において蛋白含有率が基準値９．７％を下回る実績が多
い圃場。

注２）これまでの「ホクシン」栽培において蛋白含有率が基準値１１．３％を上回る実績が
多い圃場。

注３）うち２�／１０aは、開花後（尿素２％溶液の葉面散布３回程度）での代替も可能。
注４）無追肥もしくは追肥量を減じること。

表６ 道央地域における「きたほなみ」の窒素施肥体系
（平成２３年普及推進、一部改）

土 壌 型
窒 素 施 肥 量（�／１０a）

基 肥 起生期 幼形期 止葉期 開花後
低地土、泥炭土、（黒ボク土）

４
６※注１ ０※注２

４※注４ ※注５
台地土 ６ ４※注３

注１）起生茎数が１，３００本／�以上の場合は４�／a程度減肥する。
注２）起生茎数が８００本／�未満の場合は最大４�／a程度増肥する。
注３）起生茎数が１，３００本／�未満の場合。
注４）「ホクシン」で高タンパク（１１．３％超）となるような圃場では、無追肥もしくは減肥する。
注５）低タンパク（９．７％未満）が懸念される圃場では、「ホクシン」のタンパク質履歴を考慮し、追肥（尿素

２％溶液の葉面散布３回程度）を行う。なお出穂期の止葉直下葉の葉色が、５０以上では追肥は行わない。
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本／�以上の場合、起生期に４�／１０a減肥

（２－０－４）することで、やや減収したも

のの、穂数、倒伏程度が減少し改善効果が見

られた。ただし、どちらの場合も起生期茎数

が８００～１，３００本／�の標準施肥体系（６－０
－４）に劣っていることに留意する必要があ

る。安定的に多収、高品質を達成するために

は起生期茎数を８００～１，３００本／�にすること
が望ましく、そのためには播種期、播種量の

適正化が重要である。

２．「ゆめちから」に対する窒
素施肥法
「ゆめちから」は、強靭なグルテン特性を

持つ北海道で初めての「超強力」の秋まき小

麦品種で、パン用途などの道産小麦粉の増産

と安定供給に大きく貢献できる可能性がある。

また、コムギ縞萎縮病に対して極めて優れる

抵抗性を有するため、実需・生産者の期待が

極めて大きく、作付面積の拡大が見込まれて

いる。

これまでにないタイプの品種であり、栽培、

施肥管理も従来の品種とは異なることが想定

されるため、「ゆめちから」の生育特性に適

合した高品質・安定栽培法の確立に向けた試

験が開始された。その成果が期待されるが、

当面の窒素施肥管理は「キタノカオリ」の窒

素施肥法モデル（表８）に準じて対応する。

３．春播小麦の初冬播き栽培に
対する融雪期以降の窒素施肥
法
初冬播き栽培は、秋播小麦と同様に窒素の

分追肥を行うが、播種時の窒素施肥は行わず、

融雪直後と止葉期以降に分肥することを基本

とする。

１）「ハルユタカ」
融雪直後に９～１０�／１０a程度を施用し、

表７ 起生期茎数に対応した窒素施肥量増減の効果

起生期茎数 窒素施肥量（�／１０a） 穂 数 収 量 倒伏程度 千粒重 容積重 蛋白含有率 窒素吸収量

（本／�） 起生期 幼形期 止葉期 （本／�） （�／１０a）（０－５） （�） （�） （％） （�／１０a）

８００未満
６ ０ ４ ５４７ ６７７ ０．２ ４３．２ ８３５ １０．２ １４．２

６ ４ ４ ６１５ ７４８ ０．２ ４２．４ ８３３ １０．９ １６．２

８００～１，３００ ６ ０ ４ ６６９ ７５９ ０．１ ４１．７ ８３５ １０．１ １５．６

１，３００以上
２ ０ ４ ７４２ ７１５ ０．８ ４１．１ ８３１ １０．３ １４．８

６ ０ ４ ８０３ ７６２ １．３ ４０．７ ８２８ １０．７ １６．４

注）２００７～２００９播種、農試場内（岩見沢：低地土、泥炭土、長沼：客土低地土）における播種時期別、窒素追肥用量試
験の処理区平均値。起生期茎数８００未満および１，３００以上における 網掛け部分 は起生期茎数に対応した施肥処理区

表８ 収量６００�／１０a、蛋白含有率１１．５％以上を目指した「キタノカオ
リ」の窒素施肥法モデル （平成１６年普及推進、一部改）

地 帯
窒 素 施 肥 量（�／１０a）

基 肥 起生期 幼形期 止葉期 開花後注１

道央 A ４ ６ ３ ６ ０

道央 B注２ ４ ６ ３ ３ ３

道東注３ ４ ８ ５注４ ３

注１）尿素の葉面散布で対応する
注２）低蛋白含有率が予想されるほ場
注３）乾性火山性土、沖積土における熱水抽出性窒素が３～４�／１００�を想定
注４）幼形期を主として止葉期までに配分
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止葉期に６�／１０aを上限に追肥する。

２）「春よ恋」
融雪直後に春播き栽培の施肥標準量（低地

土８�、泥炭土６�、火山性土・台地土９�
／１０a）より３�／１０a少ない量を施肥し、

開花期以降に３回の尿素葉面散布（窒素量で

約３�／１０a）、または出穂期に３�／１０aの

追肥を行う。泥炭土では分けて施用せず、対

象圃場における春まき栽培の窒素施用に準ず

る量を融雪直後に施用する。

なお、上川北部および留萌地域においては

土壌の熱水抽出性窒素を指標とした窒素施肥

指針（表９）が示されている。一層の高品質

・安定多収に向けて、その活用が望まれる。

３）「はるきらり」
「ハルユタカ」の施肥体系（融雪直後９～

１０�／１０a＋止葉期６�／１０a）に加え、蛋

白含有率を好適範囲までに上昇させるために

開花期以降３～４回の尿素葉面散布（窒素量

で約３～４�／１０a）を行う。

なお、いずれの品種においても、倒伏が懸

念される場合には、融雪直後の窒素施肥量を

減らす、止葉期の窒素追肥を出穂期まで遅ら

せるなどの対応をとる。また、前作や土壌の

肥沃度に応じて２～３�／１０a増減し、特に

前作がてんさいの場合や有機物を施用した際

には減肥を励行する。

播種時にリン酸、カリを施肥していない場

合には、融雪直後の窒素施肥と同時に春播き

栽培の施肥標準量（リン酸１２～１５�／１０a、

カリ８～９�／１０a）を施肥する。

表９ 上川北部・留萌地域における土壌診断に基づく春播小麦「春よ恋」
の融雪直後の窒素施肥量 （平成２２年普及推進、一部改）

地 力 区 分

低（L） 中（M） 高（H）

熱水抽出性窒素（�／１００�）
あるいは腐植含量（％）

～５ ５～１０ １０～

窒素施肥量（�／１０a） １２ ９ ４

注１）土壌診断基準値を満たし、心土破砕などの基本技術を実施し、土壌の物理性や化学性が良好
なほ場を対象とする。

注２）目標子実収量（粗麦）は４８０�／１０a、目標蛋白含有率は１１．５～１４．０％で、倒伏の可能性のあ
るほ場（稈長９０	以上、稈長８０	以上かつ穂数７００本以上）では減肥する。

注３）表中の窒素施肥量とは別に穂揃期に３�／１０aを上限として追肥を行う。ただし、蛋白含有率
の実績によって追肥量を減じる。
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稲作・麦作 

札幌で研修会を開催

平成２３年度の稲作・麦作総合改善研修会を３月２日（金）、札幌市内のホテルで生産者、農協、

関係機関・団体など、約２００人を集めて開催しました。

共励会の表彰式では、稲作の千徳信行さん（奈井江町）や、麦作の加藤優さん（小清水町）ら、

３名１団体が最優秀賞を受賞されました。

優良事例発表を行ない、千徳さん、加藤さんのお二人に苦労話しや経営内容を話していただき

ました。

研修会では、本会の天野技監（小麦）、山崎技監（水稲）が昨年を振り返りながら、２４年産に

向けた栽培上のポイントを、また、日本気象協会の久保田気象予報士からは、今年の豪雪などに

関する解説を含め、温暖化と北海道農業への影響についてそれぞれ講演しました。

開会挨拶 受賞風景

受賞者の皆さん 受講者の皆さん
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

平成23年度のいもち病発生状況と今後の対策 
 
多収・高品質小麦生産のための融雪後の窒素施肥管理 
 
札幌で研修会を開催 

稲作 

麦作 

稲作 
麦作 

平成23年度良質米麦安定生産技術講習会（岩見沢市） 


